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１．提案の要旨 
〈目標〉 
 
 
 
 
〈平石塾での経験〉 
 
 
 
 
 
 
〈新

 

〈まち

 
 
 
 
 

地域間の競争時代を生き抜くための 
地域ブランドの確立（１つの手段） 

ブランド化するには付加価値（＝まちづくり活動）が必要 

平石米 

〈地域資源〉 
・ めだかの学校 
・ 雷電神社 
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〈まちづくり活動〉 
・ 平石暦づくり 
・ フォトコンテスト 
たに取り組まれた事業〉          ＊まちづくり活動が地域ブランドを作る上

での丈夫な基盤になる。 
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・ どんど焼き 

ブランド

平石米 
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学 校 給 食 で
〈課題〉 
・カントリー・エレベーターのタンクが平

石米専用になっていないこと 
くり実践活動を通した施策提案〉 

平石米を使用 

新しい地域ブランド戦略のプロセス 
化＋まちづくり活動＝地域の文化力、外からの評価 UP

〈効果〉 
・ 住民の地域に対する意識向上 
・ 地域の文化活動の活発化 
・ 地域経済の活性化 

 

ジ１ 地域再発見 
ジ２ ブランド戦略を練る 
ジ３ まちづくり活動の展開 
ジ４ ブランド品の PR 活動 

〈問題点〉 
      ・積極的な住民と消極的な住民との情報の共有の仕方 

・若い世代のメンバー確保の仕方 
・住民主体の組織作り、スポンサーや行政との連携ノウハウ不足 
・まちづくりコーディネーターの確保の仕方
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２．提案の目標と特色 
全国的に少子高齢化が進み、人口減少の時代に突入した今、地域は互いに連携して将来に続く

道を探るとともに、時には、その生き残りをかけて互いにしのぎを削らなくてはならない時代に

きている。そしてこのような競争時代を生き抜くには、地域を他の地域と差別化する「地域ブラ

ンド」を確立させることが一つの手段となる。 
 私たちは、宇都宮市平石地区におけるまちづくり講座「平石塾」に参加し、地域の皆さんと共

に地域ブランド化の道を探ってきた。また、以前から茂木町でのまちづくりに参画し、地域の農

産物や資源などをブランドに近い形で売り出すことにも取り組んできている。 
こうしたまちづくりの実践活動を通して学んだことを生かして、私たちは、その地域ブランド

化をまちづくりという手段を通して実現する方法とこれに必要な提案をしたい。 
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＜目標＞ 
地域間競争時代を生き抜く 

 

＜提案＞

手段のひとつ 

「地域ブランド」の確立 

実践活動 

○平石塾 

（○茂木町での経験） 

 ブランド化の進め方（ノウハウ） 

 
 
 
 
 

 
 
 


